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に関する裁量の有無を計量分析によって検証するだけでなく、アメリカや OECD諸国の地方財政制度を
研究することによって、分権改革後における地方財政規律確保のための政策提言を行うなど、学位請求者
の問題意識に十分に答えた高レベルの研究である。学界のみならず現実政策への貢献も大きい。
本論文は、一般的傾向としてとらえられる問題の所在を実証的に検証することをねらいとしている。し
たがって、それらの検証から得られた結果および知見について、事例研究等によってさらに分析を深める
ことが期待される。しかし、これは本論文の課題と言うよりは、むしろ加藤美穂子氏の今後の研究課題と
言うべきものである。いずれにせよ、本論文は、博士学位請求論文として高く評価できるものであり、当
審査委員会は全員一致で、博士学位請求論文提出者である加藤美穂子氏が、博士（経済学）の学位を受け
るに十分な資格を有するものと判定する。
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